
事故事例１４（一般乗用）

交差点右折時に対向車線を直進してきた二輪車と衝突

発生日時・天候 ４月２９日（日）１９時４５分 晴れ

発生場所の状況 一般道 制限速度５０㎞／ｈ 乾燥 幅員（車道）８メートル

運 転 者 年齢：６４歳 運転歴：１４年１０月

当 該 車 両 種別：小型 形状：箱型 乗車定員：６人 当時の乗車人員：１人

損 害 重傷１名

事故概要

当該タクシー運転者は、１８時４０分に運行管理者の点呼を受け１８時５０分に出庫し、４

回目の営業後、空車にて駅の待機場所へ戻る途中、信号機のない交差点を時速２５ｋｍで右折

しようとした際、前方より直進してきた原動機付自転車に気付くのが遅れ、急ブレーキをかけ

たが間に合わず、当該タクシーの右前部に衝突した。

推定原因 要因及び背景 再発防止対策

運転者 運転者

当該運転者の安 ・対向車線の交通状況を確実 ・交差点右折時の安全確認を確

全不確認（前方 に確認せず漫然と進行した。 実に行う。

不注意） ・適性診断の結果、夜間視力 ・適性診断結果を真摯に受け止

にやや問題があった。 め、積極的な安全運転を心がけ

る。

運行管理 運行管理

・適性診断の結果を活用した ・適性診断結果を活用し、個々

適切な助言指導が行われてい の運転者の特性に応じた適切な

なかった。 助言指導を行う。

・事故多発地点について、指 ・事故多発地点等について、全

導・徹底が十分でなかった。 運転者に周知し、具体的な注意

事項を指導・徹底する。

・二輪車の特性を理解させる。

走行環境

・対向車線が下り勾配で

あったため、原付の前照

灯の視認性がよくなかっ

た。

・変則交差点のため右折

に時間を要した。


